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～ タイトルに込められた想い～ 

・・・・・「選ぶ」の英訳にはいくつかあります、その中でも Select の意味は“最適なものとして慎重に選ぶ”と書かれて

います。私たちは自分の健康だけでなく、未来を生きる子ども達や家族の健康を考え食品を選んでいま

す。生産者であり、消費者でもある私たちが良いものを選択することが生産者の力となるだけでなく社会参

画になり笑顔のある未来を創れるんだということをこのフレッシュミズ組織を通して教わりました。 

 

未来の笑顔は私たちが守る． 

      by フレッシュミズ部会長 

  

 

10月 28～29日にフレッシュミズ全国交流集会が行われました。北海道

から沖縄まで全国のフレッシュミズ組織の仲間が集まり、みんなで米レ

シピを考えて発表し合いました。全国各地の仲間のフレミズ組織に対す

る熱い想いを共有することができる交流会になりました。 

９月２５～２６日に青森県で東北北海道フレッシュミズ

リーダー研修会が行われました。１日目はエコをテー

マにグループワークを行いました。２日目にはみちの

駅「サンフェスタいしかわ」で加工施設や直売所を見

学しました。その後、津軽伝承工芸館で津軽塗りを 

体験しました。未来のフレミズ活動や農家      

経営を見据えた取組みを感じることができ、          

有意義な研修でした！ 
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福島県 フレッシュミズ 

JA福島女性部協議会 高林会長から一言 

 

   フレッシュミセス湯野支部は  

「つくし会」と呼び、平成６年に結成さ

れました。近年、毎年のように退会者が

おりますが新規入会者もあり、現在は２

５名の会員で活動をしております。 

会員年齢は３０～４０代＋αで、ほとん

どが果樹農家の嫁です。しかし、約半数

は家業ではなく農業以外の勤め人です。

そんなこともあり毎回の活動への参加人

数は１０人前後となります。活動内容と

しては、春の親睦会や１月の新年のつど

い、２月の総会後の昼食会等で飲食を共

にし、夏は日帰り研修に行き親睦を図

り、秋はＪＡ祭りへの出店、料理教室、

１２月末には正月用のフラワーアレンジ

メント教室等の活動をしてみんなで楽し

んでいます！ 

みなさんも一緒にいかがですか？ 

～JA新ふくしま女性部フレッシュミセス湯野支部～ 

Q.① フレミズ加入のきっかけ 

Q.②  加入してよかったこと 

（右）菱沼 知美 部会長（JA 新ふくしま） 

①義母やママともに誘われ、地域の若妻と交流を持つために。 

②仲間が増え、地域や学校等についての情報交換の場ができた。 

（左）齋藤 尊子 副部会長（JA 伊達みらい） 

①友人に誘われ、料理等の活動が楽しそうだったから。 

②町内に友達が増え、生活の情報が得られた。 

お 2人のことを

少しだけご紹介

します！！ 
 

日頃より本会活動にご理解とご協力を賜りありがとうご

ざいます。農業を取り巻く環境は様々な問題を抱え厳しい

状況です。このような中、私たちは女性部活動の活性化の

ための地域の若い世代を対象とした目的別グループ・ＪＡ

女性大学やアグリスクールなどを開催し若い人にＪＡ女性

組織に関心をもってもらうよう取り組んでいます。フレッ

シュミズの皆さんにも仲間作りと魅力的な活動をして楽し

さを広報誌や口コミなどでどんどん情報発信して、地域に

かかせない組織として活躍していただけることを期待して

います。 

  

 

 


